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公的な窓口でも
説明を受けることができます

STEP
2

STEP
1 がんの診断を受けた病院で相談してみましょう

診断を受けた病院や治療を受ける病院の医師や看護スタッフに相談してみましょう。
その際、がんの状況や治療が将来の生殖機能や妊孕性に与える影響を聞いてみましょう。

STEP
2 生殖医療の病院を受診しましょう

がん治療を担当する医師と相談したうえで、紹介状を書いてもらい、生殖医療機関を受診しましょう。
あなたの生殖機能・妊孕性の状態や、具体的な妊孕性温存の方法を聞いてみましょう。

STEP
3

がん治療を担当する医療スタッフと生殖医療を担当する
医療スタッフとともに、どうしたらよいか考える時間が必要です
生殖機能・妊孕性の温存を希望する場合

生殖機能・妊孕性の温存を希望しない場合

がん治療を担当する医師と生殖医療を行う医師とが
連絡を取りながら生殖医療を行う病院で実施します。
実施後はもとの病院でがん治療を受けます。

もとの病院でがん治療を受けます。がんの治療中や
治療後も、生殖医療 を担当するスタッフや不妊専門
相談センターのスタッフと相談をすることができます。

「将来、子どもを持つこと」についての
話を聞くにはどうすればよいですか？

岡山県不妊専門相談センター「不妊・不育とこころの相談室」で、
がん患者さんが子どもを持つことについての相談ができます。
（連絡先は裏表紙にあります。）
生殖医療のみではなく、養子縁組で子どもを持つことの
相談もできます。
このような相談は、将来、子どもを持つことができるか
どうかを知るためのみではなく、納得してがん治療を行う
ため、人生を送るための相談でもあります。

医師やカウンセラーが予約制で
無料相談を行っております。
お気軽にご来所ください。
電話やメール相談も可能です。




